
 

 

 

 

 

 

                                     

   

 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

子育て支援センター『バンビーニ広場』 

バンビーニ通信  
    ２０２４年１月号【vol１２７】 

 

 

社会福祉法人 地球の子ども会 ちゃいるどはうす保育園内 

子育て支援センター『バンビーニ広場』 

水戸市笠原町 150 番地  受付時間  10：00～15：00 

TEL：029-241-5007  FAX：029-241-5012     

HP :www.childhouse.ed.jp 担当：村上・荘司 

 

① 手を触って布団を調節  

熱があるのに手足が冷たい時は、熱がまだ上がりきっていないサイン。寒気を感じやすいので布団をしっか

りかけて温めます。逆に、手足がポカポカしている時は、布団を減らして汗をかかないようにしましょう。 

② 汗をかかせない、汗を取り除く 

汗をかくと体から水分が出ていくため脱水の原因になります。汗をかいてきたら薄着にしましょう。汗をそ

のままにしておくと、あせもやかゆみのもとに。熱が高く、お風呂に入る元気がない時には温かいタオルで

拭いてあげましょう。お風呂に入るなら、湯冷めしないよう部屋を温めて置き、ぬるめのシャワーでさっと

洗ってあげましょう。 

② おでこは冷やさなくても OK 

熱 があるときにおでこを冷やすと気持ち良いものですが、熱を下げる効果はそれほどありません。赤ちゃ

んは、冷感シートや濡らしたタオルによる窒息の危険があるのでさけるほうがいいでしょう。熱を下げるに

は、首の脇、わきの下、足の付け根など太い血管の走っている所を冷やしてあげるのが効果的です。 

熱がある時のホームケア 

★★子育て塾のご案内★★ 

『意思・意識の発達』 

日時： １月３０日（火）10：30～11：30   定員： 5 組程度 

講師： 猪瀬 理恵先生             場所： ちゃいるどはうす保育園ホール 

 

  

乾燥している冬には、いろいろな病気が

流行します。抵抗力と免疫力をつけて、

病気になりにくい体を作りましょう。そ

のためには、ビタミンを多く含むにんじ

んやトマト、キャベツ、りんごなどの野

菜と果物を十分にとることが肝心です。

この他、海藻や納豆も抵抗力と免疫力を

高めます。これらは、のどや鼻の粘膜を

強くするので、かぜ予防はもちろん、肌

をつやつやにする効果も。元気な体で冬

を乗り切りましょう！ 

冬に負けない体を作ろう！ 

お正月は新しい年の神様を迎え、新たな 1 年

の実りを願う祭事です。「おせち」はその神

様へのお供え物といわれています。健康を願

う黒豆、豊作を祈る田作り、豊かに暮らせる

ように願う栗きんとんなど、縁起を担いだ料

理が詰め合わされています。 

 一方、七草がゆは 1 月 

7 日の人日の節句に、邪気 

を払い無病息災を祈って食 

べられてきた物。お正月の 

ごちそうで疲れた胃にも、 

ぴったりです。 

おせち・七草がゆ 


